
― 特　集 ―　医療を知る 病気を知る

地域のアスリートをサポート

全仁会グループ
倉敷平成病院 広報誌

2024.11 秋号News
全仁会

ニュース

115No.

	4	 ピックアップ！…… 「女性アスリート外来」へようこそ
	6	 コーヒーブレイク	Vol.23 …… 消化器科部長 髙田良江
	7	 1日10分	健康体操 …… 肩こりの原因について
	8	 季節のおたより …… 全仁会グループ　秋の行事
	10	 プロフェッショナル …… 精神保健福祉士（PSW）／倉敷平成病院 認知症疾患医療センター 小坂淳裕
	11	 インフォメーション …… 発熱で受診される方へ
	 	 ヘルシーレシピ …… ブルスケッタ
12	 地域とともに
　	 全仁会トピックス



し
、
ス
ト
レ
ス
や
不
安
感
を
和
ら
げ
、
心
が
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、
気
分
が
前
向
き
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
脳
の
血
流
を
促
し
、
記
憶
力
や
集

中
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
た
め
、
認
知
症
予
防

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

社
会
的
つ
な
が
り
の
強
化

　

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
強
め
る

効
果
も
あ
り
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

テ
ニ
ス
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
、
孤
立
感
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
の
楽
し
み

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
異
な
り
、

勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
年
齢
や
体
力
に
応

じ
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

点
が
特
徴
で
す
。
年
齢
を
重
ね
て
も
続
け
ら
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
イ

ミ
ン
グ
、
ヨ
ガ
、
ゴ
ル
フ
、
太
極
拳
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
が
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
の
延
伸

　

健
康
寿
命
と
は
、
病
気
や
障
害
に
悩
ま
さ
れ

ず
に
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
期
間
を

指
し
ま
す
。
運
動
を
続
け
る
こ
と
で
、
身
体
の

機
能
を
維
持
し
、
医
療
や
介
護
に
頼
る
こ
と
な

く
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
も
な
か
な

か
き
っ
か
け
が
な
い
と
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
い
き
な
り
完
璧
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、「
ま
ず
は
10
分
歩
こ
う
」、「
低
山
を
ハ
イ
キ

ン
グ
を
し
よ
う
」、「
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
見

学
だ
け
で
も
行
こ
う
」、
な
ど
目
標
を
低
く
設
定

し
て
始
め
た
ら
比
較
的
長
続
き
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
生
活
の
一
部
に
ス
ポ
ー

ツ
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

令
和
６
年
７
月
１
日
に
「
継
承
と
進
化
」
を

テ
ー
マ
に
倉
敷
平
成
病
院
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。
当

院
の
「
ス
ポ
ー
ツ
外
来
」
は
お
か
げ
さ
ま
で
20

年
近
く
が
経
ち
、
多
く
の
選
手
や
愛
好
家
の
方

に
ご
来
院
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
職
種
連
携
を
図

り
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
の

方
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
る
の

は
当
然
で
す
が
、
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
通
り

ス
ポ
ー
ツ
は
競
技
ス
ポ
ー
ツ
選
手
だ
け
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
け
れ

ど
痛
み
の
た
め
に
で
き
な
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
行

う
こ
と
で
病
状
が
悪
化
す
る
の
で
は
な
い
か
、

な
ど
と
い
っ
た
ご
不
安
に
対
し
て
も
、
必
要
が

あ
れ
ば
他
科
と
連
携
し
皆
様
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

海
外
で
行
わ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
過

去
最
多
の
メ
ダ
ル
数
獲
得
で
日
本
中
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
世
界
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

か
ら
学
生
の
大
会
ま
で
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
私
た
ち
は
ス
ポ
ー
ツ
か
ら

大
き
な
感
動
や
興
奮
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
は
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
だ
け
で

は
な
く
私
た
ち
の
生
活
に
も
密
接
に
関
係
し
て

い
ま
す
。
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
も
重
要

な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
健
康
で
活
力

に
満
ち
た
長
寿
社
会
の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
り
、

体
を
動
か
す
こ
と
が
重
要
な
の
は
ど
な
た
で
も

ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
健
康
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し

て
、
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
年
齢
や
体
力
に
関
わ

ら
ず
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
指
し
ま
す
。
競
技
志
向

の
ス
ポ
ー
ツ
と
は
異
な
り
、
楽
し
さ
や
健
や
か

な
生
活
を
追
求
す
る
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
生
活
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

身
体
的
な
健
康
維
持
と
促
進

　

定
期
的
な
運
動
は
、
心
肺
機
能
の
向
上
、
筋

力
の
維
持
、
柔
軟
性
の
向
上
に
役
立
ち
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
の
病
気
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
筋
力
や
骨
密
度
を
維
持
す

る
こ
と
で
、
加
齢
に
伴
う
体
力
の
衰
え
や
骨
折

の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
ま
す
。
さ
ら
に
適
度
な
運

動
は
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
、
感
染
症
な
ど

の
病
気
に
か
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
食
事
だ

け
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
だ
と
体
力
も
落
ち
が
ち
で
す

が
運
動
に
よ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
健
康
的
に
痩
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

精
神
的
な
健
康
の
向
上

　

運
動
は
、
脳
内
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
分
泌
を
促
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倉敷平成病院　スポーツリハビリテーションセンター

センター長　平川　宏之

医療を知る、
病気を知る。

特 集

『
継
承
と
進
化
』

継
承

●  

手
術
前
後
の
継
続
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
競
技
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト

●  

早
期
競
技
復
帰
を
目
標
に
ス
ポ
ー
ツ
医
と

連
携
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

進
化

●  

競
技
復
帰
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
、

ケ
ガ
の
予
防
に
対
す
る
積
極
的
・
継
続

的
サ
ポ
ー
ト

●  

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
、
婦
人
科

医
、
公
認
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ー
マ
シ
ス
ト
、

管
理
栄
養
士 

等
多
職
種 

と
連
携
し
、

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
実
現
（
女
性
ア

ス
リ
ー
ト
特
有
の
問
題
、
ア
ン
チ
ド
ー

ピ
ン
グ
な
ど
）

●  

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
チ
ー
ム
へ
の
障
害
予

防
を
中
心
と
し
た
検
診
事
業
、
研
修
の

実
施  

等
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スポーツリハビリテーションセンター
リハビリテーション科医、婦人科医（女性アスリート外来）、アスレティックトレーナー、
公認スポーツファーマシスト（ドーピング問題）、管理栄養士など多職種が連携し、
アスリートのトータルサポートシステムを構築。
競技復帰のサポートだけでなく、『予防』という観点にも力を入れています。

資格：
日本整形外科学会専門医
日本整形外科学会認定スポーツ医
日本スポーツ協会公認スポーツドクター

スポーツリハビリテーション
センター長　

平
ひら

川
かわ

　宏
ひろ

之
ゆき

リハビリテーションについて
アスレティックトレーナーを中心とした、専門のセラピストが対応します。

● 時間　月～金／17：00～　※予約制（保険診療）
　※ 担当スタッフとご相談のうえ、ご予約をお取りください。
　※ リハビリテーションの実施については、医師の診察が必要です。
　　 スポーツ外来（平川宏之医師）の診察は、水曜 午後です。

● 場所　倉敷平成病院　リハビリテーションセンター内
● ご予約・お問合せ　予約受付　月～金／8：30～17：00、土／8：30～12：00

　 086-427-1111TEL 　「リハビリセンター」へとお伝えください。
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Pick Up!　ピックアップ

［図１］女性アスリートの三主徴

利用可能な
エネルギー
不足

骨粗しょう症
視床下部性
無月経

（運動性無月経）

「
倉
敷
平
成
病
院

 
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
外
来
」

 
（
婦
人
科
）へ
よ
う
こ
そ

リ
ー
ト
で
は
運
動
量
と
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い

た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
不
足
は
以
前
、
摂
食
障
害
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
考
え
方
が
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

に
よ
る
過
度
な
低
体
重
は
無
月
経
を
引
き
起
こ
し
、
無
月
経

に
よ
る
低
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
状
態
は
骨
粗
し
ょ
う
症
を
誘
起
し

ま
す
。
そ
し
て
、
疲
労
骨
折
を
起
こ
し
、
選
手
生
命
に
影
響

し
か
ね
な
い
こ
と
に
…
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
日
に
下
腹
痛
が
重
な
る
と
成
績

に
も
影
響
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
時
だ
け
か
、
長
期
的
に

月
経
調
節
す
る
か
で
使
用
す
る
薬
の
種
類
は
異
な
り
ま
す
が
、

ピ
ル
を
用
い
る
こ
と
で
ほ
と
ん
ど
解
決
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　
ま
た
、
月
経
前
の
体
重
増
加
、
腰
痛
、
下
腹
痛
、
イ
ラ
イ

ラ
、
う
つ
状
態
の
よ
う
な
気
分
の
落
ち
込
み
が
続
く
場
合
に

は
P
M
S
（
月
経
前
症
候
群
）
を
疑
い
ま
す
。
こ
れ
も
女
性

ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。

　
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
の
観
点
か
ら
、
日
常
の
婦
人
科
診
療

の
様
に
漢
方
薬
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
主
に
超
低

用
量
ピ
ル
を
用
い
て
治
療
し
ま
す
。
ち
な
み
に
、
ピ
ル
は
女

性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
と

黄
体
ホ
ル
モ
ン
（
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
）
の
合
剤
の
こ
と
で
す
。

薬
の
作
用
で
中
枢
性
の
ホ
ル
モ
ン
に
作
用
し
て
排
卵
を
抑
制

す
る
の
で
、
結
果
的
に
月
経
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
月
経
に
ま
つ
わ
る
痛
み
や
気
分
不

調
、
ニ
キ
ビ
な
ど
の
症
状
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。
最
近
は
ジ
エ

ノ
ゲ
ス
ト
（
ピ
ル
と
は
別
の
保
険
ホ
ル
モ
ン
治
療
）
と
い
う

黄
体
ホ
ル
モ
ン
単
剤
を
用
い
て
の
治
療
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
症
状
で
悩
ん
で
い
る
方
も
、
ま
ず
女
性
ア
ス

リ
ー
ト
外
来
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月
経
移
動

　
多
く
の
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が
「
月
経
周
期
と
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
は
関
連
が
あ
る
」
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
と

り
わ
け
、
月
経
終
了
後
に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
良
い
と
自
覚

す
る
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科

学
セ
ン
タ
ー
の
調
査
［
図
２
］
に
よ
る
と
一
概
に
そ
う
と
も

　
今
回
、
整
形
外
科
部
長
の
平
川
宏
之
先
生
が
立
ち
上
げ
ら

れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
連

携
し
て
、
婦
人
科
で
「
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
外
来
」
を
開
設
い

た
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
外
来
を
受
診
さ
れ
る
女
性
ア
ス

リ
ー
ト
の
方
に
は
無
月
経
や
生
理
痛
（
月
経
痛
）、
月
経
前

症
候
群
（
P
M
S
）、
ま
た
女
性
特
有
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

調
整
の
た
め
の
月
経
周
期
調
節
（
月
経
移
動
）
に
悩
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
当
外
来
で
は
競
技
種
目
、
試
合
や
合
宿
・
練
習
日
程
を
考

慮
し
な
が
ら
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
に
も
配
慮
し
た
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が
健
康
で
競
技
を
長
く

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
婦
人
科
専
門
医
、
公
認
ス
ポ
ー
ツ

フ
ァ
ー
マ
シ
ス
ト
（
薬
剤
師
）、
管
理
栄
養
士
が
チ
ー
ム
を

組
ん
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
競
技
レ
ベ
ル
を
気
に
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
三
主
徴

　
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が
悩
ん
で
い
る
婦
人
科
の
問
題
と
し
て

よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
無
月
経
、
利
用
可
能

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
（
以
下
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
）、骨
粗
し
ょ

う
症
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
三
主
徴
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。［
図
１
］

　
無
月
経
の
原
因
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
女
性
ア
ス

　
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
無
月
経
は
、
日
常
行
っ
て
い
る
婦
人

科
の
無
月
経
に
対
す
る
診
療
と
は
対
処
が
異
な
り
ま
す
。
３

か
月
以
上
生
理
が
止
ま
っ
て
い
る
場
合
や
14
歳
に
な
っ
て
も

初
潮
が
来
て
い
な
い
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月
経
痛
や
月
経
前
症
候
群
（
P
M
S
）

　
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
月
経
痛
は
大
き
な
悩
み
の
種
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0 50 100 150 200 250 300 350 名

月経中

月経終了直後

月経後数日
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57
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100％

12％

47％

55％
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担当診療科

総
合
美
容
セ
ン
タ
ー

�

婦
人
科
部
長　
植
田　
敏
弘

［図２］Q．コンディションが良い時期はいつですか？
国立スポーツ科学センター630名の調査（2011.４～2012.５）

［図３］欧米アスリートのピル使用率

Rechichi et al., International Journal of 
Sports Physiology and Performance, 2009より引用

能瀬ら、日本臨床スポーツ医学会2014

言
え
ず
、
か
な
り
の
個
人
差
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
外
来

で
は
、
受
診
さ
れ
る
方
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
て
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
良
い
状
態
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
試
合
に
臨
め
る
よ

う
配
慮
し
な
が
ら
診
療
を
進
め
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
月
経
移
動
の
目
的
（
短
期
or
一
時
的
な
の

か
、
持
続
的
or
長
期
に
わ
た
っ
て
か
？
）
や
ア
ス
リ
ー
ト
個

人
の
体
調
・
特
性
に
合
っ
た
ピ
ル
を
用
い
て
調
節
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
（
様
々
な
種
類
の
ピ
ル
が
あ
り
ま
す
）。

　
報
告
に
よ
っ
て
差
は
あ
り
ま
す
が
、
２
０
０
８
年
の
段
階

で
欧
米
の
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
約
８
割
が
ピ
ル
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
。
基
本
的
な
考
え
方
は
、「
ピ
ル
を
飲
ん
で
い
る

間
は
生
理
が
来
な
い
、
服
用
を
や
め
る
と
３
日
前
後
で
生
理

に
な
る
」
で
す
。
月
経
痛
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
も
有
力
な
選
択
肢
に
な
る
と
思
い
ま
す
。［
図
３
］

よ
く
あ
る
質
問

❶	

ピ
ル
は
何
歳
か
ら
飲
め
ま
す
か
？

　
 ⇒
	 

生
理
が
始
ま
っ
て
落
ち
着
い
て
き
て
い
れ
ば〝
O
K
〟

で
す
。

	
 

若
い
頃
か
ら
ピ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
初
潮
か
ら
６
か
月
経
っ
て
い

れ
ば
飲
む
こ
と
が
可
能
で
す
。 

初
潮
を
迎
え
る
頃

は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
が
ち
な
時
期
で
あ
る

た
め
周
期
が
不
順
に
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❷	

婦
人
科
に
か
か
っ
た
ら
必
ず
内
診
が
必
要
で
す
か
？

　

 ⇒
  

も
ち
ろ
ん
〝
N
O
〟
で
す
。
原
則
的
に
内
診
を
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
宮
や
卵
巣
に
疾
患
（
病
気
）

が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
ご
本
人
と
相
談
し
な
が
ら

診
察
、
検
査
な
ど
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
私
達
は
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
小
・
中
・
高
等
学
校
の
部
活
動
か
ら
大
学
生
、
本
格

的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
れ
て
い
る
方
ま
で
、
競
技
レ
ベ
ル
を
問

わ
ず
対
応
い
た
し
ま
す
。
月
経
困
難
症
（
月
経
痛
）、無
月
経
、

貧
血
な
ど
、
女
性
特
有
の
問
題
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
月
経
前
症
候
群
）
な
ど
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
十

分
に
発
揮
で
き
ず
に
お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
冒

頭
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
先
ず
は
気
に
な
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、「
お
気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
」
こ
と
が
肝
要
か

と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
真
摯
に
対
応
し
ま
す
。
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LEDで幻想的にライトアップされた満奇洞

倉敷平成病院に勤務する医師の
オススメの食べものや曲などの紹介、
趣味の話や旅行記など…

どんなお話が聞けるかな？

Vol.23

消化器科部長　髙田　良江
岡山市北区出身。岡山一宮高校、九州大学医学部卒業。
倉敷中央病院で20年勤務。消化器内科部長を経て、2024年５月に倉敷平成病院消化器科部
長に着任、現在に至る。医学博士、日本内科学会総合内科専門医、日本消化器病学会専門医、
日本消化器内視鏡学会専門医など。

　

私
は
も
と
も
と
趣
味
も
な
く
、
引
き
こ
も
り

が
ち
な
性
格
で
す
。
週
末
は
家
で
過
ご
す
こ
と

が
多
く
、
外
に
出
る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
私
が
、
こ
の
コ
ラ
ム
の
執
筆
を

依
頼
さ
れ
、
何
を
書
け
ば
よ
い
の
か
思
い
悩
ん

で
い
ま
し
た
。
締
め
切
り
が
迫
る
中
、
パ
ソ
コ

ン
の
前
で
テ
ー
マ
を
探
し
続
け
て
い
ま
し
た
が
、

ま
る
で
霧
の
中
を
さ
ま
よ
う
よ
う
に
、
何
も
思

い
浮
か
ば
な
い
日
々
が
続
い
て
い
た
の
で
す
。

そ
ん
な
時
、
友
人
か
ら
突
然
の
誘
い
が
舞
い
込

み
ま
し
た
。

　
「
一
緒
に
満
奇
洞
に
行
か
な
い
？
」
と
い
う

一
言
で
し
た
。

　

あ
ま
り
深
く
考
え
ず
、
私
は
そ
の
誘
い
を
す

ぐ
に
承
諾
し
ま
し
た
。
小
１
の
娘
と
一
緒
に
参

加
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
参
加
し
て
み
る

と
、
な
ん
と
18
名
も
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た

ツ
ア
ー
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
普
段
、
娘
を
外

に
連
れ
て
い
く
機
会
が
少
な
く
、
ど
こ
か
罪
悪

感
を
抱
え
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
ツ
ア
ー

は
娘
と
の
大
切
な
思
い
出
を
作
る
絶
好
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
娘
も
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て
、

私
自
身
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

途
中
、
古
民
家
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
「
北
房
ほ

た
る
庵
」
で
美
味
し
い
昼
食
を
楽
し
ん
だ
後
、

目
的
地
で
あ
る
満
奇
洞
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

満
奇
洞
は
岡
山
県
指
定
の
天
然
記
念
物
で
、

そ
の
名
は
歌
人
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
が「
奇

に
満
ち
た
洞
」
と
称
え
た
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ

た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
鍾
乳
洞
は

映
画
『
八
つ
墓
村
』
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
有
名

で
す
。
洞
内
は
ひ
ん
や
り
と
し
て
い
て
、
暑
い

日
に
は
と
て
も
心
地
よ
い
空
間
で
し
た
。
さ
ら

に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
に
よ
る
幻
想
的
な
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
洞
窟
内
を
彩

り
、
そ
の
美
し
さ
に
心

を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
洞
内
を
歩
き
な

が
ら
感
じ
た
静
け
さ
と

光
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。

自
然
の
偉
大
さ
と
そ
の

神
秘
的
な
美
し
さ
に
触

れ
、
普
段
の
生
活
で
は

味
わ
え
な
い
よ
う
な
癒

し
の
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
満
奇
洞
を
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

き
っ
と
新
た
な
発
見

が
あ
る
は
ず
で
す
。
た
だ
し
、
洞
内
に
は
中
腰

で
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
の
で
、
腰
痛
を
お
持
ち
の
方
は
注
意

が
必
要
で
す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
の

素
晴
ら
し
さ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
最
近
私
は
生
成
Ａ
Ｉ
に
興
味
を

持
ち
、
時
々
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ラ
ム

も
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
執

筆
し
ま
し
た
（
満
奇
洞
に
行
っ
た
の
は
本
当
で

す
）。
皆
さ
ん
は
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
？ 

私
は
、

こ
の
ツ
ー
ル
が
か
な
り
役
立
つ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
「
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
」

と
い
っ
た
心
配
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
の

進
化
に
よ
っ
て
業
務
効
率
が
向
上
し
、
労
働
時

間
が
短
縮
さ
れ
、
余
暇
が
増
え
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
人
間
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
Ａ
Ｉ
に
使
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
Ａ
Ｉ

を
使
い
こ
な
す
側
に
立
ち
ま
し
ょ
う
。

満奇洞の神秘とＡＩの未来に向けて
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肩こりが起こりやすい筋肉

❶	僧帽筋 ❷	肩甲挙筋
❸	菱形筋

１日 健康体操

倉敷平成病院　リハビリテーション部　作業療法士　白川　智章

肩こりの原因について

　成人の正常な頭部の重さは４～６kgと言われています。この頭の重さを首が支えています。

頭の重さ

　同じ筋肉を使い続けると、筋肉が硬くなり、血行が悪くなります。
　これにより、筋肉が疲れて「こり」が発生します。

肩こりが起こる仕組み

　頭は約４～６kgの重さがありますが、首が15°傾くと約12kg、30°では約18kg、45°では約22kg、60°では
約27kgの負担が首にかかります。これを防ぐためには、なるべく首をまっすぐ保つことが大切です。

頭が前に傾いた姿勢の影響

❶	僧帽筋（そうぼうきん）
　首から背中にかけて広がる大きな筋肉です。
　この筋肉が硬くなると、肩こりが起こりやすくなります。
❷	肩甲挙筋（けんこうきょきん）
　肩甲骨を持ち上げる筋肉で、猫背や巻き肩の姿勢の人が使いす
ぎることが多いです。
❸	菱形筋（りょうけいきん）
　肩甲骨を背骨に引き寄せる筋肉ですが、猫背や巻き肩の姿勢で
伸びっぱなしになりやすく、これが肩こりにつながります。

	姿勢
 長時間、パソコンやスマートフォンを使用していると、頭が前に傾きやすくなります。
 この姿勢は、首や肩の筋肉に大きな負担をかけ、肩こりを引き起こします。
 また、背中が丸くなる「猫背」や肩が前に出る「巻き肩」の姿勢の人も肩こりになりやすいです。

	運動不足
 運動が不足すると、筋肉が硬くなり、血行も悪くなります。
 これにより、肩こりが起こりやすいと言われています。

	筋肉のバランスの乱れ
  同じ姿勢を続けると、特定の筋肉が過剰に働き、

他の筋肉は弱くなります。このバランスの乱れが、
肩こりを引き起こす原因となります。

肩こりの原因

　右図のように、画面を見る姿勢は、頭が前方に出て
います。長時間の同一姿勢によって、首や肩の筋肉に
負担がかかってしまいます。このような姿勢の習慣化
が肩こりを引き起こしやすくします。 ［図１］肩こりになりやすい姿勢

［図２］首・肩まわりの筋肉
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ローズ
ガーデン

倉敷

　ローズガーデン倉敷では、３か月に１度、合同誕生会を行事
として開催しています（コロナ禍以前は毎月開催）。階を越えて
ご入居の皆様が集まりお誕生月の方をお祝いする特別な場です。
普段よりも少し贅沢なお食事をしながらご歓談いただく時間と、
ミニ演奏会や楽しいマジックショーなどの２部構成です。
　写真は、倉敷アカデミーアンサンブルの皆様による演奏です。
優雅な時間の流れに、ご参加いただいた皆様も自然と笑顔が見
られ穏やかな表情をされていました。

　誕生会のご紹介

ローズガーデン倉敷　― 住宅型有料老人ホーム ―

倉敷美観地区を毎日の散歩コースに、第二の人生がイキイキと輝く住まい。全仁会グループの医療と介護が一体となっ
て、最期まで支える体制が多くの安心を保証します。介護福祉士、管理栄養士などが常勤し、緊急対応、介護サービ
ス仲介、趣味活動へ協力しています。

所在地 倉敷市南町4-38

T E L　086-435-2111

対 象　概ね60歳以上で入居時ほぼ自立できる方、ご夫婦の場合どちらかが60歳以上

戸 数　120戸

利用料　9.5～15万円（一人入居の場合）

�

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
倉
敷　
　

�

施
設
長　
猪
原　
徹

　

こ
の
度
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
は
令

和
６
年
９
月
１
日
を
も
ち
ま
し
て
、
開
設

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
10
月

15
日（
火
）、
グ
ラ
ン
ド
ガ
ー
デ
ン
南
町
１

階
ホ
ー
ル
に
て
「
20
周
年
記
念
の
会
」
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

　
高
尾
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、

く
す
玉
開
き
、
理
事
長
・
施
設
長
へ
の
花

束
贈
呈
と
、
ご
入
居
の
方
々
に
も
ご
参
加

い
た
だ
い
て
、
会
は
緊
張
感
を
も
っ
て
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。
続
い
て
「
映
像
で
振

り
返
る
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
」
と
題
し

て
、
日
々
の
写
真
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
動

画
を
上
映
す
る
と
、
懐
か
し
い
映
像
に
皆

様
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、

前
回
「
10
周
年
記
念
の
会
」
で
も
お
世
話

に
な
っ
た
、
倉
敷
備
中
神
楽
伝
承
道
場
の

皆
様
に
よ
る
神
楽
演
舞
に
よ
り
、
会
は
佳

境
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
は
、
創
設
者
で

あ
る
故
・
高
尾
武
男
代
表
が
、「
人
生
の
後

半
戦
は
、
も
っ
と
自
由
に
、
も
っ
と
心
豊

か
で
あ
る
べ
き
…
」
と
の
想
い
を
込
め
て

設
立
さ
れ
た
施
設
で
す
。
私
た
ち
職
員
も

そ
の
想
い
を
引
き
継
ぎ
、
そ
し
て
次
の
世

代
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

20
周
年
記
念
の
会
開
催
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⃝

倉
敷
老
健
　
⃝
倉
敷
在
宅
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
　
⃝
ピ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
倉
敷

⃝
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
　
⃝
グ
ラ
ン
ド
ガ
ー
デ
ン
南
町
　
⃝
ド
リ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
倉
敷

※
感
染
対
策
を
行
い
行
事
・
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
写
真
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 創

作
活
動
と

個
別
リ
ハ
ビ
リ

　

当
施
設
に
７
月

か
ら
理
学
療
法
士
が

配
置
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
か
ら
ご

利
用
の
皆
さ

ん
や
ご
家
族

の
方
の
希
望

に
添
え
る
よ

う
個
別
リ
ハ

ビ
リ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋

の
創
作
活
動

で
は
貼
り
絵
に
取
り
組
み
、
素
敵

な
「
お
月
見
の
貼
り
絵
」
が
完
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
、
四
季

に
合
わ
せ
た
創
作
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
寺
中
）

ピース
ガーデン倉敷
ショートステイ

グランド
ガーデン

南町

木
製
外
壁
の
化
粧
直
し

　

長
い
夏
も
終
わ
り
、
秋

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
ガ
ー
デ
ン
南
町
も
開
設
か
ら
10
年

が
経
過
し
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
木
製
外
壁
を
塗

り
替
え
ま
し
た
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
カ
ラ
ー
か
ら
ブ
ラ

ウ
ン
カ
ラ
ー
へ
色
を
変
え
て
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
秋
に
調
和

し
た
落
ち
着
い
た
色
合
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近

く
を
お
通
り
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
森
）

倉
敷
市
一
斉
地
震
対
策
訓
練
に
参
加

は
し
ゃ
い
で
笑
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　

余
暇
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。「
棒
サ
ッ
カ
ー
」
で
は
白
熱
し
た

戦
い
に
汗
を
流
し
た
り
、「
た
た
い
て
被
せ
て
じ
ゃ
ん

け
ん
ぽ
ん
」
で
は
２
人
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
奪
い
合
い

を
し
た
り
、
皆
さ
ん
楽
し
み
な
が
ら

体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
ご
入
居
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
て
ま
い

り
ま
す
。�

（
吉
岡
）

記
録
更
新
！

 

紙
コ
ッ
プ
タ
ワ
ー

　

今
回
は
９
月
12
日
に

ご
利
用
の
皆
さ
ん
と
職
員

が
力
を
合
わ
せ
た
「
紙
コ
ッ
プ
タ
ワ
ー
重

ね
」
で
最
高
記
録
の
22
段
の
記
録
更
新
を

し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

タ
ワ
ー
が
高
く
な
る
に
つ
れ
「
崩
れ

る
！
」
と
悲
鳴
に
も
似
た
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
無
事
タ
ワ
ー
が
完
成
し
、
自
然
と
拍
手

と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

毎
日
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
当
施
設
を
ご
利
用

し
、
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。�

（
佐
々
木
）

倉敷老健

　

９
月
26
日
、
市
民

参
加
型
「
倉
敷
市
一

斉
地
震
対
策
訓
練
」
に

倉
敷
老
健
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

地
震
想
定
の
館
内
放
送
が
流
れ
て
い

る
間
は
、
ご
入
所
の
方
々
と
自
分
の

身
を
守
る
行
動
を
と
り
ま
し
た
。
放

送
終
了
後
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
訓
練
と

し
て
被
災
状
況
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

用
い
て
施
設
内
設
備
の
点
検
を
行
い

ま
し
た
。
訓
練
を
繰
り
返
し
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
身
を
守
る
行
動
が

と
れ
る
よ
う
備
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。�

（
江
口
）

倉敷在宅総合
ケアセンター
ショートステイ

ケアハウス
ドリーム

ガーデン倉敷
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患
者
さ
ん
の
お
悩
み
や
課
題
を
引
き
出

し
、
多
職
種
と
連
携
し
な
が
ら
最
良
の
支

援
を
行
う
精
神
保
健
福
祉
士
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
精
神
保
健
福
祉
士
を

　
　
目
指
し
た
き
っ
か
け

　
学
生
の
頃
よ
り
、
友
人
か
ら
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
多
く
、
人
と
話
を
す
る
こ
と

が
好
き
で
し
た
。
漠
然
と
将
来
は
「
人
の

役
に
立
つ
仕
事
を
し
た
い
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
両
親
が
医
療
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
以
前
か
ら
医
療
分

野
に
は
少
し
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

　
将
来
の
仕
事
を
考
え
る
時
期
に
な
り
、

い
ろ
い
ろ
と
調
べ
る
中
で
社
会
福
祉
士
・

精
神
保
健
福
祉
士
と
い
う
職
種
を
知
り
ま

し
た
。
医
療
現
場
の
中
で
も
、
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
・
他
職
種
か
ら
様
々
な
相
談
を

受
け
問
題
解
決
や
支
援
を
行
う
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
知
り
、
自
分
も
チ
ー
ム
医

療
の
一
員
と
し
て
働
い
て
み
た
い
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
．
仕
事
の
魅
力
に
つ
い
て

　
現
在
私
が
所
属
し
て
い
る
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
岡
山
県
よ
り
指
定
を

受
け
、
日
々
認
知
症
の
鑑
別
診
断
や
急
性

期
治
療
な
ど
の
医
療
の
提
供
と
と
も
に
、

専
門
医
療
相
談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
も
の
忘
れ
外
来
の

診
療
を
希
望
さ
れ
る
方
に
受
診
日
ま
で
に

精
神
保
健
福
祉
士
よ
り
、
電
話
か
面
談
に

て
事
前
問
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
状
態
や
既
往
歴
、
生
活
環
境
な
ど
を

詳
し
く
聴
取
し
、
早
期
対
応
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
は
速
や
か
に
医
師
と
相
談
し

早
期
受
診
に
繋
げ
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
前
問
診
の
内
容
を
、
医
師

や
看
護
師
な
ど
多
職
種
と
共
有
し
て
い
く

こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
診
察
が
行
え
ま
す
。

　
診
断
後
、
経
済
的
支
援
が
必
要
な
方
や

課
題
が
あ
る
方
に
は
利
用
可
能
な
社
会
資

源
を
、
生
活
支
援
が
必
要
な
方
に
は
介
護

保
険
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報

を
提
供
し
、
必
要
に
応
じ
て
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
と
も
連
携
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
院
内
外
多
く
の
方
々
と
関

わ
り
患
者
さ
ん
が
望
む
生
活
の
実
現
に
向

け
て
携
わ
れ
る
こ
と
が
魅
力
で
あ
り
、
大

き
な
や
り
が
い
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
精
神
保
健
福
祉
士
と
し
て

　
　
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
事
前
問
診
を
行
う
中
で
、
ご
本
人
の
最

近
の
様
子
や
、
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

詳
し
く
お
伺
い
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
そ

の
中
で
も
で
き
る
限
り
幅
広
い
情
報
を
収

集
し
、
本
人
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ

う
な
事
前
問
診
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
同
グ
ル
ー
プ
内
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
で
生
活
相
談
員
と
し
て
働
い
た

経
験
を
活
か
し
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
ご

自
宅
で
の
様
子
や
、
生
活
背
景
や
生
活
歴
、

一
日
の
過
ご
し
方
、
周
囲
の
方
と
ど
の
程

度
の
関
わ
り
が
あ
る
か
等
々
、
広
い
視
点

を
持
っ
て
問
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
の
目
標

　
受
診
後
で
も
、
些
細
な
事
で
も
気
兼
ね

な
く
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
精
神

保
健
福
祉
士
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
他
職
種
と
連
携
し
な
が
ら
、
小

さ
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
、
聞
き
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
柔
軟
に

関
係
職
種
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
で

き
る
き
め
細
か
な
精
神
保
健
福
祉
士
と
な

れ
る
よ
う
自
己
研
鑽
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
患
者
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
全
仁
会
に
は
、
病
院
を
は
じ
め
様
々
な

施
設
に
相
談
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
、
少

し
で
も
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
力
と
な
れ

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
の
で
何

か
ご
不
明
な
こ
と
や
、
ご
不
安
な
こ
と
が

あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

プロフェッショナル

倉敷平成病院　認知症疾患医療センター

精神保健福祉士（PSW）　小坂　淳裕

“患者さんお一人おひとりに
　　寄り添ったサポートを”

［ Vol.23	］　精神保健福祉士

倉
敷
老
健

松
下　

大
輔

｜聞き手｜
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i n f o r m a t i o n

　昨年の５月より、新型コロナウイルス感染症が季節性インフル
エンザウイルスと同じ５類感染症となり規制の緩和がされまし
たが、季節性ではないため、いつどこで感染発症するかわかりま
せん。寒くなってくるとインフルエンザの流行もあります。
　当院では、感染の拡大を防ぐために発熱のある方には個別対応
をしております。発熱の方は救急外来での対応となるため、他の
救急患者さんの対応が優先されたり、また、お休み明けや感染の
流行時期になりますと、発熱での受診希望の患者さんが多い場合
があったり、待ち時間が長くなる場合がございます。待合室・診
察室に限りがありますので、ご案内できるまでお車で待機してい
ただくなど、ご案内にお時間をいただく場合があります。ご案内
までの待機のことを考慮いただき、なるべくお車での来院にご協
力をお願いいたします。

注意事項
⃝ 発熱での受診の際には、必ず事前に電話でお問い合わせの上、

受診をお願いします。
⃝当院では16歳以上の方が発熱での受診対象となります。
⃝必ずマスクをご着用の上ご来院ください。

発熱で受診される方へ
医事課　藤野　真美

ブルスケッタ

材料［２個分］

＜A＞
１ えびを熱湯で茹で、火が通ったらザルにあげて冷ます。
２ トマトを１cm角に切る。
３ ボウルに★を入れ、えびとトマトを混ぜ合わせる。
４ 仕上げに黒こしょうをふる。
＜B＞
１ まいたけは食べやすい大きさにほぐす。
　 たまねぎはみじん切り、ほうれん草は２cmの長さに切る。
２ フライパンにオリーブ油をしき、おろししょうがを入れて、
　 まいたけ、たまねぎ、ほうれん草を炒める。
３ 塩こしょうで調味する。
＜仕上げ＞
１ バゲットを切り、霧吹きで水（分量外）をさっとふりかけ、
　 トースターでほんのり焼き目がつくまで焼く。
２ 焼けたバゲットにそれぞれA・Bをのせて完成。

作り方

栄養成分２個分 エネルギー：198kcal　塩分：0.9g

倉敷平成病院　管理栄養士　田邊　恵

バゲットの上に具をたくさん乗せると
手軽に野菜とたんぱく質が摂取できます。
彩りよく仕上げてクリスマスメニューにも
おすすめです。

＜B＞
まいたけ………………10g
玉ねぎ…………………20g
ほうれん草……………15g
おろししょうが……… 1g
オリーブ油…………… 2g
塩こしょう……………少々

ヘルシーレシピ

ヘルシーレシピ

バゲット……… 40g（２切）
＜A＞
えび………………………15g
トマト……………………20g

オリーブ油 ……… 2g
レモン果汁 …… 0.5g
塩 …………………少々

黒こしょう………………少々

★

発熱での受診の流れ

発熱がある場合は、
必ず事前にお電話ください。

１．事前にお電話ください

４．会計・処方

２．来　院
来院されましたらTEL：086-427-1111

（病院代表）へご連絡ください。

３．問診・診察
検査は医師の診察のうえ、
必要と判断されましたら施行します。

086-427-1111（病院代表）TEL

❶	お名前
❷	カルテNo.または生年月日
❸	来院時に携帯される携帯電話番号
❹	おおよその来院時間

確
認
事
項
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開業医
746件

病院
533件

整骨院 129件
施設等 4件

紹介件数
1,412件

外来 1,109人

入院 166人

検査 137人

紹介患者数
1,412人

第
34
回 

看
護
セ
ミ
ナ
ー
開
催

９／７
　

９
月
７
日（
土
）第
34
回
看
護
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
前
と
同
様
に
会
場
で
の
開
催
と
し
、
約
2
1
8
名

と
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
超
高
齢
社
会
の
今
を
考
え
る 

そ
の
人
ら
し
く
生
活

す
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
超
高
齢
社
会
の
現
在
に
お
い

て
、
自
分
た
ち
が
提
供
し
て
い
る
看
護
・
介
護
の
喜
び
や
悩
み
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
話
題
提
供
で
涌
谷
先
生
よ
り
「『
あ
と
何
年
生
き
る
？
』

か
ら
始
め
る
認
知
症
の
人
の
意
思
決
定
支
援
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
、
先
生
が
外
来
で
実
際
に
行
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
・
ご
家

族
と
の
関
わ
り
を
交
え
て
、
意
思
決
定
支
援
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
い
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、当
グ
ル
ー
プ
、水
島
中
央
病
院
、倉
敷
紀
念
訪
問
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
よ
り
５
事
例
の
発
表
を
行
い
、
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
意

思
決
定
支
援
で
の
成
功
体
験
や
A
C
P
に
対
す
る
意
識
調
査
に
関

す
る
研
究
の
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
岡
本
看
護
部
長
を
座
長
と
し
、
涌
谷
先
生
、
発
表
者

の
方
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
看
護
・
介
護
の
場

に
お
い
て
の
意
思
決
定
支
援
の
大
切
さ
、
認
知
症
を
有
し
て
い
る

患
者
さ
ん
の
意
思
決
定
支
援
の
難
し
さ
、
医
療
職
と
ご
本
人
・
ご

家
族
の
情
報
共
有
の
大
切
さ
、
A
C
P
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
会
場
の
参
加
者
と
と
も
に
、
私

た
ち
看
護
師
、
介
護
士
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
、
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
意
思
決
定
支
援
で

は
、多
職
種
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、全
仁
会
グ
ル
ー

プ
の
み
な
ら
ず
地
域
で
支
え
て
い
け
る
よ
う
に
他
施
設
と
も
連
携

を
密
に
し
、
高
齢
者
が
望
む
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

	

看
護
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局　
２
階
病
棟
師
長　

北
﨑　
鈴
子

月曜日～金曜日 ８：30 ～ 17：00　土曜日 ８：30 ～ 12：00窓口対応時間
086-427-6550TEL （直通） 086-427-1197FAX （直通） 

倉敷平成病院　地域医療連携センター

ご不明な点がございましたら、
お気軽に下記までお問い合せください。

　いつも当院の連携業務にご協力いただきありがとうございます。
　2024年度もあっというまに上半期が終了し、下半期に入りました。上半期も下記の通りたくさんのご紹介
をいただきありがとうございます。
　今後も皆様に選んでいただける病院を目指してスタッフ一丸となって取り組んで参りますのでよろしくお
願いいたします。 地域医療連携センター　課長　山川　恭子

紹介件数／1,412件
紹介元／
　開業医：　746件
　病　院：　533件
　整骨院：　129件
　施　設：　　 4件

紹介患者数
1,412人のうち
　外来：1,109人
　入院：　166人
　検査：　137人

2024年度上半期（４月～９月）紹介の現状
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リラックス
タイム

医師紹介
高尾聡一郎理事長
による開会挨拶

高尾芳樹院長による
閉会挨拶

脳神経外科部長
山下圭一先生の

勉強会

形成外科部長
安井史明先生の

勉強会

医師相談

令和６年10月27日（日） 第59回 のぞみの会 開催

　
第
59
回
「
の
ぞ
み
の
会
」
を
10

月
27
日（
日
）に
開
催
し
、
6
年

ぶ
り
に
昼
食
の
提
供
と
、
ふ
れ
あ

い
広
場
を
実
施
し
た
形
式
で
行
い

ま
し
た
。
心
配
し
て
い
た
雨
も
降

ら
ず
、
4
3
0
名
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
盛
況
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
元
気
で
自

分
ら
し
く
生
き
る 

～
全
仁
会
の

予
防
と
医
療
～
」
で
す
。
勉
強
会

で
は
脳
神
経
外
科
部
長 

山
下
圭

一
先
生
が
「
脳
卒
中
の
外
科
治
療 

―
時
に
は
手
術
も
役
に
立
つ
―
」

と
題
し
て
、
脳
卒
中
を
予
防
す
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
治
療
法
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し

た
。
形
成
外
科
部
長 

安
井
史
明

先
生
は
「
よ
り
良
く
生
き
る
た
め

に
形
成
外
科
に
で
き
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
、
皮
膚
腫
瘍
や
や
け
ど

の
手
術
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
等
を
具
体

例
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
で
は
、
高
尾
理
事
長

が
「
全
仁
会
の
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア
」
と
し
て
、
倉
敷
平
成
病
院

を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
取
り

組
み
を
説
明
。
体
験
発
表
で
は
、

脊
髄
刺
激
療
法
を
受
け
ら
れ
た
方

の
事
例
を
倉
敷
ニ
ュ
ー
ロ
モ
デ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長 

牟
礼

英
生
先
生
が
解
説
。「
教
え
ち
ゃ

い
ま
す
私
の
健
康
法
」
で
は
90
歳

元気で自分らしく生きる ～ 全仁会の予防と医療 ～テーマ

超
の
方
の
散
歩
や
創
作
の
健
康
法

が
好
評
で
し
た
。

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
に
は
予
防

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
認
知

症
予
防
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」
と
ス

ト
レ
ッ
チ
を
み
ん
な
で
楽
し
く
体

験
。
医
師
紹
介
で
は
、
27
名
の
常

勤
医
が
登
壇
し
一
言
ず
つ
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
く
ら
し
き
作
陽
大
学
音
楽
学
部

生
に
よ
る
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ギ
フ

ト
」の
木
管
五
重
奏
で
、当
院
の
活

動
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
す
る
新
し

い
取
り
組
み
も
あ
り
ま
し
た
。
午

後
の
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、
作
品

展
示
を
始
め
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ

体
験
や
も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
、
創

作
コ
ー
ナ
ー
等
も
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
新
し
い
の
ぞ
み
の
会
の

1
ペ
ー
ジ
が
始
ま
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
来
年
の
第
60
回
に
ま
た

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

	

の
ぞ
み
の
会
実
行
委
員
長　
　
　

	

　
副
院
長　

篠
山　
英
道

もの忘れ
チェックコーナー

訪問看護・
訪問リハビリ

くらしき作陽大学
「アンサンブルギフト」の

皆さんによる生演奏

作品展示
「ギャラリーのぞみ」

介護系ブース

訪問入浴展示

脳リハ体験

創作コーナー

ぜっとくんといっしょ！
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9
月
19
日
、
世
界
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
（
9
月

21
日
）
の
前
夜
祭
記
念
行

事
と
し
て
「
第
4
回
オ
レ

ン
ジ
メ
モ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

in
倉
敷
」
が
、
倉
敷
美
観

地
区
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
認
知
症
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
認
知
症
の

方
々
や
そ
の
ご
家
族
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
、
認
知
症

支
援
や
理
解
を
示
す
色
と
さ
れ
て
い
る
「
オ
レ
ン
ジ
色
」
の
T

シ
ャ
ツ
や
バ
ッ
ジ
を
身
に
着
け
て
、
倉
敷
美
観
地
区
を
歩
き
ま

し
た
。
今
年
は
1
3
1
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
当
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
は
第
１
回
か
ら
継
続
し
て

参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
ゴ
ー
ル
の
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ

ア
で
、
涌
谷
セ
ン
タ
ー
長
が
来
賓
と
し
て
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
今
年
1
月
に
は
「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認

知
症
基
本
法
（
認
知
症
基
本
法
）」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
認
知
症
の
人
が
尊
厳
を
も
ち
、
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
国
の
認
知
症
へ
の
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
を
あ
き
ら
か
に
し
た
法
律
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
認
知
症
へ
の
理

解
が
深
ま
る
活
動
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
も
精
神
保
健

福
祉
士
と
し
て
、
今
後
も
認
知
症
支
援
活
動
を
通
じ
、
よ
り
多

く
の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
作
る
た
め
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。

	

倉
敷
平
成
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー　
　

精
神
保
健
福
祉
士　

小
坂　
淳
裕

　

9
月
27
日
（
金
）、
日

本
臨
床
倫
理
学
会 

副
理

事
長
の
稲
葉
一
人
先
生
を

講
師
に
お
招
き
し
て
「
令

和
6
年
度
倫
理
事
例
研
修

会
」
を
開
催
し
、
75
名
の

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
稲
葉
先
生
よ
り
「
臨
床

倫
理
の
基
礎
的
ア
プ
ロ
ー

チ
と
臨
床
倫
理
に
関
す
る

法
的
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
法

的
要
点
の
観
点
か
ら
応
招

義
務
に
つ
い
て
興
味
深
い

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
意
思
確
認
が
で
き
な
い
患
者
の
治
療
、
ケ
ア
継
続

が
本
人
に
と
っ
て
苦
痛
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
事
例

（
3
西
病
棟
）」
と
、「
決
定
し
た
治
療
方
針
が
本
人
に
と
っ
て
最

善
な
の
か
と
思
い
、
も
や
も
や
し
た
事
例
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
Ｓ
Ｔ
）」
の
2
事
例
で
事
例
検
討
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
多

職
種
で
構
成
さ
れ
た
8
グ
ル
ー
プ
で
の
討
議
で
、
各
グ
ル
ー
プ
と

も
に
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　
多
職
種
で
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
機
会
や
重
要
性
は
今
後
ま

す
ま
す
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
当
院
で
は
今
年
度
「
適

切
な
意
思
決
定
支
援
の
指
針
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
職
員
の
倫
理

的
感
性
を
高
め
、
患
者
さ
ん
の
意
思
と
権
利
が
尊
重
さ
れ
た
上
で

適
切
な
意
思
決
定
を
行
え
る
よ
う
今
後
も
倫
理
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

医
療
倫
理
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム　
　
　

看
護
副
師
長　

山
下　
亜
由
美

　
10
月
５
日（
土
）、
当
院
救
急
棟
４
階
で
第
37
回
神
経
セ
ミ
ナ
ー

「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
！
進
歩
し
続
け
る
神
経
疾
患
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
、
1
5
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
と
し

て
川
崎
医
科
大
学 

神
経
内
科
学
教
授
の
三
原
雅
史
先
生
を
お
招

き
し
、「
神
経
疾
患
に
お
け
る
姿
勢
歩
行
障
害
の
病
態
解
明
と
新

規
治
療
法
の
開
発
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
N
I
R
S
（
近
赤
外
分
光
法
）
を
使
っ
た
脳
機
能

の
測
定
方
法
や
、
C
I
M
T
（
制
約
誘
導
運
動
療
法
）
と
い
う
脳

卒
中
片
麻
痺
患
者
に
対
す
る
運
動
療
法
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
療
法
は
、
非
麻
痺
側
の
肢
を
動
か
な
い
よ
う
に
制
限
す
る
こ
と

で
、
麻
痺
側
の
肢
の
運
動
を
促
す
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
に
お
い
て
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
持
ち
な
が
ら
行

う
と
効
果
が
向
上
す
る
こ
と
や
、
脳
の
機
能
は
使
う
ほ
ど
向
上
し
、

使
わ
な
け
れ
ば
そ
の
機
能
が
衰

え
る
、
と
い
う
内
容
が
印
象
的

で
し
た
。

　
講
演
後
に
は
、
医
師
、
理
学

療
法
士
、
患
者
さ
ん
か
ら
質
問

が
あ
り
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患

者
さ
ん
に
向
け
て
、
薬
の
改
良

へ
の
期
待
と
共
に
運
動
を
取
り

入
れ
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
、
優
し
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
は
、
後
日

当
院
の
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
動
画
配
信
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

	

秘
書
・
広
報
部

「
第
4
回 

オ
レ
ン
ジ
メ
モ
リ
ー

ウ
ォ
ー
ク
in
倉
敷
」
参
加

９／19

令
和
６
年
度 

倫
理
事
例
研
修
会
開
催

９／27

第
37
回 

神
経
セ
ミ
ナ
ー
開
催

10／５
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第
13
回
日
本
認
知
症
予
防
学
会
学
術
集
会
が

「
人
と
し
て
輝
き
続
け
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
」
を
テ
ー
マ
に
9
月
27
日
（
金
）
～
29
日

（
日
）
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
て
開
催
さ
れ
、
当

院
か
ら
は
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
涌
谷
陽
介
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長
は
、

「
認
知
症
の
多
職
種
協
働
、
専
門
職
の
躍
動
」

に
つ
い
て
の
座
長
と
、「
も
の
忘
れ
外
来
初
診

者
に
お
け
る
レ
カ
ネ
マ
ブ
投
与
基
準
適
合
者
の

検
討
」
に
つ
い
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　
菱
川
望
脳
神
経
内
科
部
長
は
「
認
知
症
関
連

疾
患
、
認
知
症
と
C
O
V
I
D
‒
19
」
に
つ
い

て
評
価
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
も
1
名
が
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
、
2
名
が
口
演
発
表
を
そ
れ
ぞ
れ

行
い
ま
し
た
。

	

Ｓ
Ｔ
・
Ｃ
Ｐ
科　
課
長　

藤
本　
憲
正

第
13
回 

日
本
認
知
症
予
防

学
会
学
術
集
会
参
加

 9／
27～29

　
第
22
回
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
試
験

が
行
わ
れ
、
当
院
か
ら
受
験
し
た
理
学
療
法
士

1
名
、
薬
剤
師
1
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　
こ
の
資
格
は
、
一
定
の
経
験
を
有
し
試
験
に

合
格
し
た
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
に
与
え
ら
れ
、

糖
尿
病
の
臨
床
に
お
け
る
生
活
指
導
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
受
験
に
際
し
、
倉
敷
生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー

診
療
部
長 

青
山
雅
先
生
を
は
じ
め
、
糖
尿
病

療
養
指
導
士
の
先
輩
方
に
何
度
も
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
受
験
を
通
し
て
、
他
の
職
種
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
改
め
て
学
び
、
薬
物

療
法
以
外
に
も
食
事
療
法
や
運
動
療
法
に
つ
い

て
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
、
学
ん
だ
知
識
を

活
か
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

糖
尿
病
療
養
指
導
士　
薬
剤
師　

三
原　
夏
実

日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士 

認
定
試
験
合
格

９／１

※
記
事
の
内
容
は
執
筆
当
時
の
も
の
で
す
。

第
31
回 

ジ
ュ
ニ
ア
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

演
奏
会
開
催

８／15

倉
敷
工
業
高
校
の

生
徒
さ
ん 

車
い
す
整
備

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
来
所

10／7

　
８
月
15
日（
木
）、
当
院
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

に
て
、
第
31
回
倉
敷
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ィ
ル
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
盆
の
時
期
に
病
院
で

過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
患
者
さ
ん
を
対
象

に
平
成
２
年
か
ら
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
５
年
ぶ
り
の
開
催

で
し
た
。
演
奏
会
本
番
に
は
入
院
患
者
さ
ん
を

は
じ
め
、
ご
家
族
、
福
祉
施
設
を
ご
利
用
の
方

な
ど
、
約
1
5
0
名
が
素
晴
ら
し
い
生
の
演
奏

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
エ
ル
ガ
ー
作
曲
の
行
進
曲
「
威
風
堂
々
」
や
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
「
三
重
協
奏
曲
ハ
長
調 

作
品
56
」、「
交
響
曲

第
７
番 

イ
短
調 

作

品
92
」
を
、
Ｏ
Ｇ
・

Ｏ
Ｂ
を
含
む
幼
児
か

ら
社
会
人
ま
で
の
団

員
70
名
が
好
演
し
ま

し
た
。

　
可
愛
ら
し
い
幼
児

の
演
奏
や
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
・
チ
ェ
ロ
・
ピ

ア
ノ
に
よ
る
三
重
奏

な
ど
、
迫
力
た
っ
ぷ

り
の
生
演
奏
に
大
変

盛
り
上
が
っ
た
演
奏

会
で
し
た
。

	

秘
書
・
広
報
部

　
10
月
７
日（
月
）の
午
後
、
倉
敷
工
業
高
校

機
械
科
３
年
生
の
生
徒
さ
ん
10
名
が
、
引
率
の

先
生
と
共
に
在
宅
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
車
い

す
の
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
人
組
で
車
い
す
の
点
検
や
不
具
合
部
位
の

修
理
を
行
い
、
修
理
後
は
実
際
に
試
乗
し
て
問

題
点
が
あ
れ
ば
再
修
理
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　
生
徒
さ
ん
よ
り
、「
修
理
部
位
の
メ
モ
を
書

か
れ
て
い
た
た
め
、
分
か
り
や
す
く
作
業
で
き

ま
し
た
。
故
障
部
位
の
交
換
等
の
実
践
経
験
を

行
う
こ
と
が
で
き
て
良
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
安
心
し
て
車
い

す
を
使
用
で
き
る

こ
と
に
、
ご
利
用

の
方
も
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
倉
敷
工

業
高
校
の
方
々
の

善
意
に
心
よ
り
感

謝
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

施
設
管
理
課　
　

	

小
椋　
結
葵
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JR倉敷駅
山陽本線

イオン倉敷

ホテル1-2-3
倉敷

至倉敷IC

至岡山

至広島

至広島

至
水
島

至
児
島

至岡山

小町トンネル

旧2号線

笹沖

伯備線

芸文館

市民会館市立
美術館

美観地区

アリオ倉敷

倉敷工業高校 玉信

消防署

市役所

老松小

２

429

ローズガーデン倉敷
平成南町クリニック
グランドガーデン南町

倉敷在宅総合ケアセンター

ピースガーデン倉敷

N

ケアハウスドリームガーデン倉敷

倉敷平成病院
倉敷老健

令和 6 年度 年末年始
外来休診のお知らせ
誠に勝手ながら、下記期間中
外来診療は休診いたします。

2024 年 11 月

年末年始 外来休診日

2024 年12月29日（日）

2025 年 1月  3日（金）

※2024 年 12 月 28 日（土）午前は通常どおり診療します。

※2025 年 1 月 4 日（土）より診療します。

※当院は救急指定病院です。緊急時は 24 時間受付ます。

086-427-1111倉敷平成病院

～

令和 6年 9月　倉敷平成病院　院長

※ご不明な点は、受付へお問い合わせください。

インフルエンザワクチン
新型コロナワクチン

2024定期予防接種のご案内
接種期間

令和６年10月16日～

※予約制ではありません

■

対象・料金■

当院では高校生以上の方を対象に予防接種を実施しています。
未成年（18 歳未満の方）は保護者同伴、または「予防接種同意書」が必要となります。

「予防接種同意書」は、倉敷平成病院ホームページ（右 QR コード）からダウンロードできます。

●かかりつけの方  定期予約受診の際に接種できます。

※インフルエンザワクチンと新型コロナワクチンは同時接種可能です。
※問診の結果、接種できない場合があります。

( ワクチンが無くなり次第終了 )

倉敷市に住民登録があり　①昭和 35 年 1 月 31 日までに生まれ、接種日に満 65 歳以上の方
　　　　　　　　　　　　②満 60 歳から 64 歳で 1級の内部障がい者の方

一般の方（高校生～ 64 歳の方）

税込税込

税込（2回目3,300円）

※倉敷市以外の方は、お住まいの市区町村へご確認ください。
※倉敷市からのハガキをご持参ください。

2,500円
インフル
エンザ

インフル
エンザ

2,000円

18,700円 4,400円

新型
コロナ

新型
コロナ

65 歳以上の倉敷市にお住まいの方

予防接種同意書 PDF

令和７年1月31日

受付時間

13～16時
月 火 水 木 金 土

〇 〇 〇――

●予防接種のみの方

全仁会グループ　社会医療法人 全仁会／社会福祉法人 全仁会／有限会社 医療福祉研究所ヘイセイ

倉敷老健
倉敷市老松町4-3-38
TEL.086-427-1111

住宅型有料老人ホーム　
ローズガーデン倉敷
倉敷市南町4-38
TEL.086-435-2111
平成南町クリニック

ケアハウス　
ドリームガーデン倉敷
倉敷市八軒屋275
TEL.086-430-1111
● ヘルプステーション

サービス付き高齢者向け住宅　
グランドガーデン南町
倉敷市南町1-12
TEL.086-435-2234
● 特定施設入居者生活介護
● ヘルプステーション南町
● 南町ケアプラン室

複合型介護施設　
ピースガーデン倉敷
倉敷市白楽町40
TEL.086-423-2000
● 地域密着型特別養護老人ホーム
● ショートステイ
● グループホーム
● デイサービス

倉敷在宅総合ケアセンター
倉敷市老松町4-4-7
TEL.086-427-0110
● 訪問看護ステーション
● ホームヘルプステーション 
● ショートステイ
● 通所リハセンター
● 予防リハセンター 
● ケアプラン室
● 高齢者支援センター
● ヘイセイ鍼灸治療院

倉敷平成病院
● 内科　● 脳神経内科　● 脳神経外科　● 脳卒中内科　● 整形外科　● 消化器科　● 循環器科
● 呼吸器科　● 耳鼻咽喉科　● 形成外科　● 皮膚科　● 眼科　● 総合診療科
● リハビリテーション科　　● 放射線科　● 麻酔科　● 和漢診療科　● 歯科
倉敷ニューロモデュレーションセンター
● 脳神経外科
倉敷生活習慣病センター
● 糖尿病　● 代謝内科
総合美容センター
● 美容外科 ● 形成外科 ● 婦人科　● 乳腺甲状腺科
認知症疾患医療センター
スポーツリハビリテーションセンター
神経放射線センター
平成脳ドックセンター

倉敷平成病院
倉敷市老松町4-3-38
TEL.086-427-1111
FAX.086-427-8001

救急指定

全仁会グループ 倉敷平成病院 広報誌　No.115　2024年11月発行
社会医療法人全仁会　岡山県倉敷市老松町４丁目3-38　TEL 086-427-1111　FAX 086-427-8001　　倉敷平成病院　全仁会NEWS 編集委員News全仁会

ニュース

食欲の秋ですね。私が今気になっているのは「高カカオチョコレート」。抗酸化物質による血糖値の上昇を防いだり、便通を良くしたりする健康効果が期待で
きるそうです。ただし、摂取量と質に注意する必要があるとのことで、少ない量を何回かに分けてチョコチョコ食べようと思っています。（W）編集後記

● 掲載内容は10月29日現在のものです。

予
防
接
種

同
意
書
Ｐ
Ｄ
Ｆ


